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令和４年度鹿屋市鹿屋地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

鹿屋市の水田面積は、2,361.5ha（鹿屋 907.3ha、串良 525.4ha、吾平 448.9ha、輝北 479.9ha）であ

り、主食用水稲、WCS 用稲、飼料作物を中心に栽培されている。主食用水稲は、鹿屋・輝北地区では、

普通期水稲が主に栽培され、串良・吾平地区では早期水稲が主に栽培されている。転作作物では、WCS

用稲、加工用米、飼料作物の栽培が中心となっているが、団地化ができていないことから、地域によっ

ては畑作物の栽培が困難な状況にあるといった課題がある。 

生産者については高齢化が進んでおり、担い手農家の減少や耕作放棄地が増加している傾向にある。

また、鹿屋地域では経営耕地面積50a以下の生産者が92.1％を占めていることから、今後、生産者の高

齢化が進むと耕作放棄地の増加を招く恐れがあり、受託組織の育成や集落営農への誘導、地域の規模拡

大志向農家への土地の集積といった取組が必要である。 

普通期水稲は、品種がヒノヒカリを中心に一部あきほなみに品種転換が進んでおり、一部、消費者の

需要に即応した安全な良質米、うまい米づくりに取り組んでいる一方で、生産された米の多くは自家消

費米や縁故米として消費されており、販売用として流通する米は少なく、稲作は販売目的とした経営が

ほとんど行われていないのが実情である。 

  また、転作作物として WCS 用稲等の作付けが一部行われているが、裏作での飼料作物等の作付けは、

定着・拡大がなかなか進んでいない状況である。 

  自家消費米生産者等の高齢化に伴い、土地の有効利用や認定農業者を中心とした作業受託組織や集 

落営農組織の育成が必要となっている。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 

米の需要減少に伴い米価が下がることが懸念されることや、高齢化による畜産農家戸数の減少等

を考慮すると、主食用米や飼料作物主体の既存の作物栽培形態の見直しを図っていく必要がある。

ついては、圃場条件に考慮した農地の集積を推進し、低コスト生産技術と収益性の高い作物を導入

するなど、農業者の所得向上による経営安定を図る。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

高齢化等による担い手不足の解消は容易ではなく畑地の遊休地も多いため、水田の畑地化は難し

いと考えるが、農業委員会や JA 等の関係機関と連携を図りながら水田の利用状況を点検し、畑作物

の生産が固定化している圃場の畑地化の可能性を検討するとともに、高収益作物の導入や湿田など

圃場条件の悪い水田を有効活用する方法も検討していく。また、同一水田で同じ作物を連続して生

産すると、病気や収量低下等の連作障害が発生するため、水稲および高収益作物の生産圃場を団地

化し、一定期間ごとに回転させるブロックローテーションを検討し、作物生産の維持・拡大を図っ

ていく。 

 

 

 

 

 



４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

自家消費米や縁故米が多いといった現状や消費者ニーズが高度かつ多様化している状況の中、需

要動向に即した計画的な「売れる米づくり」を推進するため、品質向上と安心・安全な米づくりに

重点を置いた取組を推進する。 

具体的には、完熟堆肥の有効利用を図るほか、水管理・適期防除・適期管理作業の周知を徹底

し、地域の実情に即した米作りを進める。 

 

（２）非主食用米 

米の一作、自己保全管理等の水田が多く、なかなか水田の利活用が図られていない状況であり、

主食用米の需要に応じた生産を推進するためにも、新規需要米（飼料用米、WCS 用稲など）、加工

用米の作付けにより水田の有効利用を図るとともに、地域内での流通を行っていく必要がある。 

 

  ア 飼料用米 

主食用米からの転換作物として、産地交付金を活用し、団地化や県内実需者との契約をはじめ、

肥料や農薬の低減化など生産性向上の取組に対する支援により、生産を推進する。 

また、産地交付金を活用し、飼料用米生産ほ場の稲わら利用の取組（耕畜連携）を推進する。 

 

  イ WCS 用稲 

転作作物としての推進及び地域内での飼料の供給体制を整えるためにも、耕種農家と畜産農

家との連携を強化し、利用供給協定書に基づく栽培を推進し、その有効利用と生産拡大を図

る。 

 

  ウ 加工用米 

主食用米からの転換作物として産地交付金を活用し、生育診断を踏まえた施肥等を支援しな

がら焼酎麹用米等の生産を推進する。 

また、産地交付金を活用することにより、肥料や農薬の低減化、多収品種の導入など生産性向

上に向けた取組や二毛作による作付拡大、複数年契約の取組を推進し、地産・地消、農商工連携

の観点から地域の焼酎会社等と連携して推進を図る。 

 

（３）麦、大豆、飼料作物 

ア 麦、大豆 

適地適作を基本に、産地交付金を活用しながら、ブロックローテーションなど団地化を図る

とともに、排水対策など生産性の向上を図る取組を推進し、実需者ニーズに対応した生産を推

進する。 

 

イ 飼料作物 

産地交付金を活用し、二毛作による作付拡大を推進するとともに、飼料の供給体制を整えるた

め耕種農家と畜産農家との連携を強化し、利用供給協定書に基づく栽培を推進する。 

 

（４）そば、なたね 

高品質そば等の生産に努め、実需者との契約を基本に需要に応じた生産を推進する。 

 

（５）地力増進作物 

   地力増進作物による土づくりを行うことで地力の維持・増進を図り、転作田における地域推進

作物等の野菜の生産振興を図る。 

なお、アウェナストリゴサ、エンバク、オオムギ、コムギ、ソルガム、スーダングラス、ヒ



エ、ギニアグラス、ライムギ、ライコムギ、イタリアンライグラス、トールフェスク、ケンタッ

キーブルーグラス、センチピードグラス、ヒマワリ、マリーゴールド、ミックスフラワー、クロ

タラリア、セスバニア、エビスグサ、ヘアリーベッチ、レンゲ、クリムソンクローバ、シロカラ

シ、アブラナ、ハゼリソウ、ダイカンドラを地力増進作物として、地力の維持・増進を図る。 

 

（６）高収益作物 

土づくりによる地力の維持、栽培技術、商品性の向上による転作田における地域推進作物等の野

菜の生産振興を図る。 

なお、ブロッコリー、ねぎ、じゃがいも、たまねぎ、にんじん、ごぼう、青果用甘しょ（かのや

紅はるか）を鹿屋地域重点振興作物として、作付の拡大を図る。 

 

（７）地域重点作物 

甘しょについては、鹿屋地域の重点作物として位置づけ、産地交付金を活用し、作付の拡大を

図る。 

 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

467.5 0 461.0 0 460.0 0

0 0 0 0 0 0

1.7 0 3.3 0 2.0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

49.0 0 51.2 0 50.0 0

8.7 5.2 6.9 3.2 9.0 5.2

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

126.3 96.4 139.3 106.1 130.0 110.4

・子実用とうもろこし 0.6 0 0.3 0 0.4 0

0 0 0.2 0 0.2 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0.1 0 0.1 0

13.4 8.1 13.8 6.7 14.8 8.0

・野菜 11.7 7.7 12.1 6.3 13.0 7.6

　ブロッコリー 3.9 3.4 4.3 3.0 5.0 3.4

　ねぎ 3.4 0.8 3.4 0.7 3.4 0.7

　じゃがいも 3.2 3.0 3.4 2.1 3.4 3.0

　たまねぎ 0.7 0.5 0.7 0.5 0.7 0.5

　にんじん 0 0 0 0 0 0

　ごぼう 0 0 0 0 0.2 0

　　青果用甘しょ（かのや紅はるか） 0.5 0 0.3 0 0.3 0

・その他野菜 1.3 0.4 1.3 0.4 1.4 0.4

・花き・花木 0.1 0 0.1 0 0.1 0

・果樹 0.3 0 0.3 0 0.3 0

・その他の高収益作物 0 0 0 0 0 0

4.9 0.9 5.5 1.7 5.0 1.2

・甘しょ(前年度は澱粉用のみ） 4.9 0.9 5.5 1.7 5.0 1.2

0 0 0 0 0.1 0

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和５年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

取組面積 （３年度）1.7ha （５年度）2.0ha

単収 （３年度）472kg/10a （５年度）476kg/10a

取組面積 （３年度）8.7ha （５年度）9.0ha

単収 （３年度）472kg/10a （５年度）476kg/10a

取組面積 （３年度）96.4ha （５年度）110.4ha

水田利用率 （３年度）87.3% （５年度）89.0%

11 飼料用米
飼料用米複数年契約加

算
（基幹・二毛作）

飼料用米複数年契約
取組面積・数量

（３年度）1.7ha・8.0t （５年度）0.4ha・1.8t

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

12

整理
番号

対象作物 使途名 目標

１

10

６

２

５

３
４

８
９

７

飼料用米
飼料用米生産性向上

取組加算
（基幹・二毛作）

加工用米（焼酎麹用米等）
加工用米生産性向上

取組加算
（基幹・二毛作）

戦略作物
戦略作物二毛作加算

（二毛作）

野菜（地域重点振興作物）
　（１）ブロッコリー
　（２）ねぎ
　（３）じゃがいも
　（４）たまねぎ
　（５）にんじん
　（６）ごぼう
　（７）青果用甘しょ
　　　（かのや紅はるか認
証）

地域重点振興作物助成
（基幹・二毛作）

取組面積 （３年度）11.7ha （５年度）13.0ha

甘しょ
地域重点作物助成
（基幹・二毛作）

取組面積 （３年度）4.9ha （５年度）5.0ha

飼料用米
飼料用米稲わら利用
（耕畜連携・基幹）

取組面積 （３年度）0.7ha （５年度）0.8ha

地域振興作物
地域振興作物助成
（基幹・二毛作）

取組面積 （３年度）1.7ha （５年度）1.8ha

地力増進作物
地力増進作物助成

（基幹）
取組面積 （３年度）0.0ha （５年度）0.1ha

（３年度）0.0ha （５年度）0.2haそば・なたね
そば・なたね作付

助成（基幹）
取組面積
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○

○
○
（
耕

畜
連

携
）
」
と
記

入
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
た
だ
し
、
二

毛
作

及
び
耕

畜
連

携
の
支

援
の

範
囲

は
任

意
に
設

定
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の

と
し
ま
す
。

　
　
　
　
な
お
、
耕

畜
連

携
で
二

毛
作
も
対

象
と
す
る
場

合
は
、
他

の
設

定
と
分

け
て
記

入
し
、
使

途
の

名
称
に
「
○

○
○
（
耕

畜
連

携
・
二

毛
作
）
」
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
２
　
「
作

期
等

」
は

、
基

幹
作

を
対

象
と
す
る
使

途
は
「
１
」
、
二

毛
作

を
対

象
と
す
る
使

途
は
「
２
」
、
耕

畜
連
携

で
基

幹
作
を
対

象
と
す
る
使

途
は
「
３
」
、
耕

畜
連

携
で
二

毛
作
を
対

象
と
す
る
使

途
は
「
４
」
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３
　
産

地
交

付
金

の
活
用

方
法

の
明

細
（
個

票
）
の

対
象

作
物
を
記

載
し
て
下

さ
い
。
対

象
作

物
が

複
数

あ
る
場

合
に
は

別
紙
を
付

す
こ
と
も
可

能
で
す
。

※
４
　
産

地
交

付
金

の
活
用

方
法

の
明

細
（
個

票
）
の

具
体

的
要

件
の
う
ち
取

組
要

件
等
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
取

組
要

件
が

複
数
あ
る
場

合
に
は

、
代

表
的
な
取

組
の

み
の

記
載
で
も
構

い
ま
せ

ん
。

新
様

式
（
公

表
用
）



（別紙）

地域重点振興作物助成（基幹・二毛作）の対象作物

【助成対象作物】
整理番号 緑　肥　作　物

5 高収益作物 野菜
ブロッコリー、ねぎ、じゃがいも、たまねぎ、にんじん、ごぼう、青果用甘しょ（かの
や紅はるか認証）

区　　分



（別紙）

地域振興作物助成（基幹・二毛作）の対象作物

【助成対象作物】
整理番号 作　物　名

野菜

ダイコン、サトイモ、ショウガ、インゲン、キヌサヤ、さやいんげん、ソラマメ、枝
豆、スイートコーン、キュウリ、スイカ、カボチャ、コリンキー、ゴーヤ、ヘチマ、オ
クラ、ピーマン、シシトウ、トウガラシ、花岡こしょう、ナス、トマト、キャベツ、ハク
サイ、ケール、トレビス、高菜、明日葉、ニラ、ワラビ、タラの芽

花き 菊、ユリ、ケイトウ、バラ、カラー

果樹

ウメ、ビワ、カキ、クリ、イチジク、キウイフルーツ、キンカン、ユズ、温州ミカン、
伊予柑、ポンカン、辺塚だいだい、サワーポメロ、不知火（デコポン）、タンカン、
デコポン、ナツミカン、ブドウ、ブルーベリー、マンゴー、ナシ、モモ、スモモ、オ
リーブ、グリーンパパイヤ

工芸作物 タバコ、サトウキビ、茶、モリンガ

その他 落花生

区　　分

8・9

高収益作物

その他



（別紙）

地力増進作物助成（基幹）の対象作物

【助成対象作物】
整理番号 科　　名 緑　肥　作　物

イネ科
アウェナストリゴサ、エンバク、オオムギ、コムギ、ソルガム、スーダングラス、ヒ
エ、ギニアグラス、ライムギ、ライコムギ、イタリアンライグラス、トールフェスク、
ケンタッキーブルーグラス、センチピードグラス

キク科 ヒマワリ、マリーゴールド
ミックスフラワー

マメ科 クロタラリア、セスバニア、エビスグサ、ヘアリーベッチ、レンゲ、クリムソンクロー
アブラナ科 シロカラシ、アブラナ
ハゼリソウ科 ハゼリソウ
ヒルガオ科 ダイカンドラ
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